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７月１７日 無告知避難訓練実施                                    ９月９日 校区防災訓練参加           
９月９日 防災勉強会実施                 

 地域の防災訓練に学校全体で参加しました。その中

で、６年生が中心となり、地域の方々に発表する時間

を設定していただき、今までの活動をプレゼンテーシ

ョンしました。発表した子どもたちの振り返りには、

「地域の人たちに自分たちがやっていることを伝え

られてよかった」「これからも防災について学んでい

きたい」など前向きなことが書かれていました。地域

の方々からは、「子どもたちの発表を受けて、自分た

ちももっとがんばらないといけない」とご意見をいた

だき、防災について改めて考える機会となりました。 
 防災訓練の日に、子どもたちは通学団に分かれて

通学路の危険箇所について話し合う時間を設定しま

した。通学路の写真や映像を見ながら、ブロック塀

の多いところに注目したり、安全な避難場所を確認

したりするなど、班全体で情報を共有することがで

きました。子どもたちの振り返りには、「毎日通る通

学路だからこそ、安全に登下校できるように、今回

話し合ったことを大切にしていきたいです」と書か

れており、防災意識を高めることができました。 
◯実践委員会を通して 
 近藤ひろ子先生の講演で、シェイクアウトの方法を教えていただきました。ご指導の中に、「だん

ごむしスタイル」という言葉があり、低学年にも分かりやすい言葉であるため、本校でのシェイクア

ウト映像作りに活用させていただきました。シェイクアウトとは、「だんごむし」の姿勢をとること、

ということが定着し、シェイクアウトがきちんとできるようになりました。 
 また、避難訓練のガイドラインについての話し合いでは、「地震の揺れは３分以上を想定すること」

「津波警報が出たら、グラウンドに出るよりも３階以上に避難すること」など、本校の避難訓練では

考えられていないことを教えていただきました。今後の活動に生かしていきたい点でした。 
【今年度の成果】 
・シェイクアウトの徹底化を図ることができ、防災意識を高めることができました。また、無告知避

難訓練を行うことで、いつ起きるか分からないという意識をもたせることができました。 
・通学路の危険箇所についての話し合いでは、自分たちの通学路について見直しがされ、情報共有す

ることができました。 
【次年度に向けての課題】 
・「避難経路が通れない」「放送機器が使えない」など、様々なケースを想定した訓練を行っていき、

訓練から課題が見つかるような形をとっていくことが大切だと感じています。 


